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扶桑町図書館個人貸出制限要領 

                             

                       平 成 18年 8月 4日 

18扶生学（図）第 74号 

 

(目的) 

第１条 この要領は、扶桑町図書館の管理及び運営に関する規則(昭和６２年

教育委員会規則第１号)第１６条に基づく図書館資料(以下「資料」という。)

の館外利用の制限について、必要な事項を定めることを目的とする。 

(対象とする行為) 

第２条 館外利用の制限は、次の行為に対して行うものとする。 

(1) 資料の返却を期限の日から５０日以上怠る行為 

(2) 資料を著しく汚損または破損する行為 

(3) 資料を館外へ無断で持ち出す行為 

(4) その他図書館の管理運営上著しく支障となる行為 

(制限の権限) 

第３条 館長は前条の行為を行った者(以下「該当者」という。)に対して、

個人貸出の停止を課すことができる。 

(制限の期間) 

第４条 第２条第１号による制限は、該当者が当該資料のすべてを返却した

後、延滞日数分の期間を課する。 

２ 第２条第２号から第４号までの行為を確認した場合、館長はただちに制

限を課すことができる。この場合においての制限期間は２ヶ月間とする。 

(制限の通知) 

第５条 館長は該当者に対し貸出の停止を課した場合は、別記様式「貸出停

止通知書」により通知する。但し、連絡先不明等通知の手段がない場合は、

通知を省略することができる。 

(制限の解除) 

第６条 第４条の規定にかかわらず、館長は図書館運営上支障がないと判断

する場合は、当該制限を解除することができる。 

(その他) 

第 7条 この要領の実施について必要な事務手続きは、館長が別に定める。 

 
附 則 

 この要領は、平成１８年９月１日から施行する。 

 

 

 

 


